
台風・大雨等、各警戒レベルにおける対処について（全日制） 

※本校「危機管理マニュアル」に基づく 

情 報 学校 登 校 前 に 発 令 登 校 後 に 発 令 

注
意
報 

（警
戒
レ
ベ
ル
２
） 

強風 

大雨 

大雪 

河川 

氾濫 

 

平常 

授業 

① 今後の気象情報や通学地域の状況

等を家族と相談し、安全に登下校でき

ることを確認した上で登校する。 

② 安全に登校することが心配される場合

は、学校に連絡し、自宅で待機をする

か、通学地域の状況を見て登校す

る。 

① 気象状況や通学地域の実情に応

じ、下校させることもある。 

警
報 

（警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

暴風 

大雨 

大雪

河川

氾濫 

平常 

授業 
注意報に同じ 注意報に同じ 

台 

風 

に 

よ 

る 

暴 

風 
臨時 

休校 

 

または 

 

午後 

授業 

 

① 午前６時の時点で暴風警報が発令さ

れている場合は、午前１１時過ぎの連

絡があるまで、自宅で待機する。 

② 午前１１時過ぎに福工メール、ホーム

ページで登校か臨時休校の連絡を行

う。  

③ 午前１１時の時点で暴風警報が解除

されていない場合は、臨時休校とす

る。 

④ 午前１１時の時点で暴風警報が解除

され登校の場合は、１２時３０分点呼、 

１２時４０分から午後の授業を行う。 

ただし、今後の気象条件や通学地域

の実情等を家族と相談し、安全に登

校できることを確認した上で登校す

る。 

公共の交通機関が運休する等、安全

に登校することが心配され自宅等に

待機せざるを得ない場合は、学校に

その旨を連絡する。 

 

 

① 安全を確認した後、下校させる。  

【確認事項】 

・交通情報の確認  

・保護者の引き取りの有無 

・集団下校者の確認 

・自転車通学生の安全指導  

・下校途中で帰宅不能になった場合

の対処方法 

② 安全に下校することが困難な生徒

については、保護者と連絡をとり、

適切な対処をする。 
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長方形



危
険
警
報 

（警
戒
レ
ベ
ル
４
） 

大雨 

大雪 

津波 

地震

河川

氾濫 

 

他の 

自然 

災害 

 

臨時 

休校 

① 早良区に発令された場合は臨時休

校。  

② 居住区に発令された者は自宅待機あ

るいは避難所へ避難する。 

③ 登下校途中に発令された場合は、電

車・バス等の交通機関の指示に従

い、安全確保を最優先とする。保護者

と連絡を取り帰宅するか、避難所へ向

かう。 

④ 各担任は、クラス生徒の状況を把握

し、学年主任、管理職へ報告する。 

① 学校に留まり、安全の確保を最優 

先とする。状況により、保護者と連

絡を取った後に帰宅あるいは迎え

を待つ。 

特
別
警
報 

（警
戒
レ
ベ
ル
５
） 

大雨 

大雪 

津波 

地震

河川

氾濫 

他の 

自然 

災害 

臨時 

休校 
危険警報に同じ 危険警報に同じ 

備考 

〇一斉メール配信（e メッセージ）を確認する。 

〇本校ホームページの緊急情報を確認する。  

（緊急時は一時的に文字データのみの HP となります） 

 

 

 

 

〇公共交通機関の状況は各自で把握する 

〇「早良区浸水ハザードマップ」を確認させ、居住地が河川からの浸水想定区域になって 

いないかを確認させること。（早良区役所ＨＰ） 

 

 

 

 

※本校は災害時の「収容避難所」として記載されているため、外部からの避難者への対応

が求められる可能性がある。防災担当部局へ引き継いだ後も、協力体制を継続する。 

 

情 報 学 校 登 校 前 に 発 令 登 校 後 に 発 令 

https://fths.fku.ed.jp/ 

 

https://www.city.fukuoka.lg.jp/sawara/index.html 




